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な
る
同
業
者
も
影
響
を
受
け
て

い
な
い
よ
う
だ
」
と
話
し
て
い

る
。一

方
、
東
西
運
輸
（
佐
賀
県

多
久
市
）
の
貞
松
計
行
社
長
は

「
２
０
１
４
年
４
月
の
消
費
税

率
ア
ッ
プ
の
時
に
比
べ
、
駆
け

込
み
需
要
に
よ
る
貨
物
増
が
起

き
て
い
な
い
」
と
し
た
上
で
、

「
増
税
後
の
消
費
マ
イ
ン
ド
の

冷
え
込
み
が
心
配
」
と
話
す
な

ど
、
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
減

と
は
関
係
無
く
今
後
の
景
気
減

速
を
懸
念
す
る
声
も
出
て
い

る
。

オ
フ
ィ
ス
家
具
配
送
を
手
掛

け
る
金
井
運
送
（
前
橋
市
）
の

佐
藤
学
社
長
は
「
特
に
影
響
は

出
て
い
な
い
。
１
９
８
９
年
の

消
費
税
導
入
時
に
は
大
変
な
駆

け
込
み
需
要
が
発
生
し
、
導
入

後
の
売
り
上
げ
が
数
十
分
の
１

に
落
ち
込
ん
だ
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
引
き
上
げ
ご
と

に
影
響
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
。
自
動
車
関
連
部

品
を
主
と
す
る
永
井
運
送
（
埼

玉
県
美
里
町
）
の
永
井
保
之
社

長
も
「
駆
け
込
み
需
要
は
発
生

し
て
い
な
い
。
輸
送
分
野
の
異

も
し
て
い
な
い
。
運
賃
な
ど
に

上
乗
せ
し
た
分
を
税
務
署
に
払

う
だ
け
で
良
い
の
で
は
な
い

か
」
（
広
野
敏
樹
広
野
運
輸
社

長
、
北
海
道
江
別
市
）
な
ど
増

税
の
実
感
や
危
機
感
を
感
じ
さ

せ
る
声
は
聞
か
れ
な
い
。

増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
に

関
し
て
は
、
軽
減
税
率
な
ど
の

抑
制
策
に
加
え
、
早
く
か
ら
そ

の
時
期
が
周
知
さ
れ
、
事
前
に

値
上
げ
さ
れ
た
商
品
も
多
く
、

消
費
者
の
行
動
に
も
過
去
の
増

税
前
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
み

ら
れ
な
い
。

本
体
価
格
と
消
費
税
額
の
別
枠

表
示
方
式
な
ど
を
採
用
。
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通
じ
、

会
員
事
業
者
に
周
知
し
た
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
な
ど
が
功
を

奏
し
た
と
み
ら
れ
、
８
％
へ
の

増
税
時
は
大
き
な
混
乱
を
避
け

ら
れ
た
。

今
回
の
引
き
上
げ
に
当
た
っ

て
も
「
消
費
増
税
は
10
％
頂
い

て
、
払
う
だ
け
」
（
重
信
秀
俊

タ
イ
ヨ
ウ
社
長
、
札
幌
市
厚
別

区
）
、
「
増
税
へ
の
対
応
は
何

で
も
、
荷
主
か
ら
消
費
税
分
、

増
税
分
が
運
賃
に
転
嫁
さ
れ
な

い
「
し
わ
寄
せ
」
が
多
く
の
事

業
者
に
及
ん
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
是
正
す
る

た
め
、
政
府
は
２
０
１
４
年
の

８
％
へ
の
引
き
上
げ
に
際
し
て

「
転
嫁
カ
ル
テ
ル
」
と
「
表
示

カ
ル
テ
ル
」
を
独
占
禁
止
法
の

適
用
除
外
と
し
て
認
め
た
。
こ

れ
を
受
け
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
公
正
取
引
委
員
会
に
両

カ
ル
テ
ル
の
届
け
出
を
行
い
、

年
金
や
教
育
・
保
育
の
充
実

な
ど
社
会
保
障
制
度
の
安
定
財

源
確
保
を
目
的
と
し
た
今
回
の

消
費
増
税
で
は
、
低
所
得
者
に

配
慮
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
、
外

食
を
除
く
飲
食
料
品
、
週
２
回

以
上
の
定
期
購
読
契
約
の
新
聞

に
対
し
て
は
軽
減
税
率
が
適
用

さ
れ
８
％
に
据
え
置
か
れ
た


農
産
物
輸
送
を
主
体
と
す
る
山

田
運
送(

埼
玉
県
本
庄
市)

の
山

田
健
二
社
長
は｢

農
産
物
の
多

く
が
軽
減
税
率
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
た
め
か

ほ
と
ん
ど
影

響
は
受
け
て
い
な
い｣

と
話
す


軽
減
税
率
に
関
し
て
は
、
店

内
で
の
飲
食
と
持
ち
帰
り
の
線

引
き
を
巡
っ
て
、
外
食
産
業
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界

な
ど
の
混
乱
を
招
い
た
た
だ


10
％
へ
の
引
き
上
げ
自
体
は
早

く
か
ら
決
ま
っ
て
お
り
、
官
民

が
前
倒
し
で
対
応
し
た
こ
と
か

ら
影
響
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

て
い
る
。

１
９
８
９
年
の
消
費
税
創

設
、
97
年
の
５
％
へ
の
引
き
上

げ
時
に
は
、
下
請
け
事
業
者
へ

適
正
に
価
格
転
嫁
さ
れ
な
い
ケ

ー
ス
が
多
発
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界

も
違
い
が
あ
り
、
海
運
の
方
が

従
属
的
に
な
り
や
す
い
側
面
が

あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

（
辻
本
亮
平
）

上
で
は
整
備
さ
れ
て
い
る
規
定

が
海
上
で
は
整
っ
て
い
な
い
現

状
を
強
調
。
「
海
上
の
仕
事
は

特
殊
な
面
が
あ
る
の
で
、
全
て

を
（
陸
上
の
ル
ー
ル
と
）
同
じ

よ
う
に
整
備
で
き
る
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
専
門
家
と
の
協
議

で
検
討
し
て
い
く
」
と
し
た
。

内
航
海
運
の
働
き
方
改
革

は
、
先
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
取
り
組
み
も
参
考
に
し

て
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
大
坪
氏
は
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
改
正
に
よ
る
荷
主

対
策
の
深
度
化
や
、
標
準
貨
物

自
動
車
運
送
約
款
の
改
正
に
伴

う
運
賃
・
料
金
の
別
建
て
収
受

に
触
れ
「
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取

り
組
み
も
参
考
に
進
め
た
い
。

た
だ
、
内
航
海
運
と
ト
ラ
ッ
ク

で
は
荷
主
と
物
流
の
関
係
性
で

ワ
ー
ク
に
乗
せ
て
流
通
さ
れ
る

よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
今
の
体

制
と
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
た
だ
、
細
か
い

所
で
船
か
車
両
か
な
ど
流
通
経

路
の
変
更
は
あ
り
そ
う
だ
」
と

し
た
。

ま
た
、
海
事
局
で
議
論
を
進

め
て
い
る
内
航
海
運
の
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
、
産
業
医
制
度

や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
長
時

間
労
働
者
へ
の
面
談
な
ど
、
陸

運
ん
で
い
た
も
の
が
ロ
ー
リ
ー

車
で
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
逆
も
あ
る
か
も
知
れ
な

い
」
と
話
し
た
。
適
合
油
は
２

０
２
０
年
１
月
か
ら
の
Ｓ
Ｏ

Ｘ

規
制
へ
の
対
応
で
多
く
の
利
用

が
見
込
ま
れ
、
内
航
海
運
業
界

な
ど
か
ら
全
国
で
供
給
さ
れ
る

か
心
配
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

た
。大

坪
氏
は
「
石
油
業
界
か
ら

は
、
適
合
油
も
既
存
の
ネ
ッ
ト

流
通
す
る
も
の
と
み
て
い
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
既
存
油
の
流

通
で
バ
ン
カ
リ
ン
グ
船
を
使
い

規
制
の
適
合
油
に
つ
い
て
、

「
こ
れ
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
使
っ
て
、
全
国
津
々
浦
々
に

国
土
交
通
省
の
大
坪
新
一
郎

海
事
局
長
（
56
）
は
９
月
25

日
、
Ｓ
Ｏ

Ｘ

（
硫
黄
酸
化
物
）

国
土
交
通
省
の
９
月
20
日
の

発
表
に
よ
る
と
、
９
～
13
日
に

開
催
さ
れ
た
国
際
海
事
機
関

（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
貨
物
運
送
小
委
員

会
で
、
国
際
運
航
す
る
固
体
ば

ら
積
み
貨
物
に
つ
い
て
、
船
長

へ
の
情
報
提
供
を
荷
送
り
人
に

義
務
付
け
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

た
。ま

た
、
貨
物
の
個
別
運
送
要

件
を
規
定
す
る
国
際
海
上
固
体

ば
ら
積
み
貨
物(

Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｂ
Ｃ)

コ
ー
ド
の
教
育
訓
練
方
法
な
ど

を
示
す
モ
デ
ル
コ
ー
ド
も
同
意

さ
れ
た
。

（
辻
本
亮
平
）

一
方
、
特
別
積
合
せ
輸
送
を
手

掛
け
る
コ
フ
ジ
物
流
（
堂
坂
佳

延
社
長
、
大
阪
府
枚
方
市
）
の

武
藤
学
・
取
締
役
関
東
支
店
長

は
「
駆
け
込
み
需
要
は
想
定
よ

り
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
物
量

が
増
え
、
車
両
と
人
員
の
確
保

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
対
応

は
で
き
て
い
る
が
（
特
積
輸
送

の)

配
達
や
集
荷
が
遅
れ
れ
ば


ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
が
延

び
か
ね
な
い
」
と
話
す
。

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
と
っ
て

増
税
は
、
多
額
の
コ
ス
ト
が
掛

か
る
車
両
の
代
替
な
ど
設
備
投

資
へ
の
影
響
が
小
さ
く
な
い
。

「
（
消
費
増
税
の
）
影
響
が
大

き
い
の
は
車
両
の
代
替
で
、
今

年
度
計
画
の
３
台
に
つ
い
て
は

前
倒
し
で
購
入
し
、
９
月
中
に

納
車
さ
れ
る
」
（
重
信
氏
）

た
だ
、
あ
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク

販
売
会
社
の
幹
部
は
「
自
家
用

が
主
体
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
は
買

い
替
え
需
要
の
前
倒
し
が
若
干

あ
っ
た
が
、
営
業
用
途
が
ほ
と

ん
ど
の
大
型
で
は
駆
け
込
み
需

要
が
ほ
ぼ
発
生
し
て
い
な
い
」

と
強
調
。
ま
た
、
今
回
の
引
き

上
げ
に
合
わ
せ
自
動
車
取
得
税

が
廃
止
さ
れ
、
「
購
入
車
種
に

よ
っ
て
は
購
入
額
が
安
く
な
る

こ
と
も
あ
る
」
（
乗
用
車
販
売

会
社
の
営
業
マ
ン
）
。
こ
の
よ

う
に
増
税
前
後
で
の｢
値
ご
ろ｣

は
一
様
で
は
な
く
、
消
費
者
は

以
前
よ
り
賢
く
選
択
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
ト
ラ
ッ

ク
の
購
入
に
関
し
て
も
大
き
な

混
乱
は
無
さ
そ
う
だ
。

も
増
え
て
い
な
い
」
と
し
て
、

そ
の
原
因
を
「
食
品
メ
ー
カ
ー

の
多
く
は
今
年
前
半
に
値
上
げ

し
て
お
り
、
消
費
者
の
関
心
が

薄
い
の
で
は
な
い
か｣

と
分
析


勢
崎
市
）
の
大
沢
篤
裕
専
務
は

「
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
卸
す
物
流

食
品
輸
送
を
行
う
新
鮮
便

（
佐
藤
稔
也
社
長
、
群
馬
県
伊

を
説
明
。
改
正
労
働
基
準
法
の

ポ
イ
ン
ト
を
開
設
す
る
。

15
日
の
北
海
道
を
皮
切
り

に
２
０
２
０
年
３
月
17
日(

山

口
県
）
ま
で
開
催
す
る
。
参
加

は
事
前
申
し
込
み
制
で
無
料
。

申
し
込
み
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
の
長
時
間
労
働
改
善
に
向
け

た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
う
。

な
お
、
運
営
は
富
士
通
総
研

に
委
託
さ
れ
て
い
る
。

（
辻
本
亮
平
）

向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
」
を
計
50
回

開
催
す
る
。
関
係
省
庁
が
取
り

ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
０
年

３
月
ま
で
、
全
国
で
「
荷
主
と

運
送
事
業
者
の
た
め
の
ト
ラ
ッ

ク
運
転
者
の
労
働
時
間
短
縮
に

（
面
担

田
村
咲
絵
）

愛
知
県
に
60
サ
イ
ズ
の
荷
物
を
送

る
場
合
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

は
基
本
運
賃
の
８
４
０
円
に
10
％

を
乗
じ
て
加
え
た
９
２
４
円
だ

が
、
現
金
決
済
で
は
１
円
単
位
の

煩
わ
し
さ
を
解
消
す
る
た
め
４
円

を
切
り
上
げ
て
９
３
０
円
に
す
る

と
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
、
増
税

分
を
超
え
る
値
上
げ
と
な
る
。

一
方
、
佐
川
急
便
（
本
村
正
秀

社
長
、
京
都
市
南
区
）
は
、
飛
脚

宅
配
便
の
運
賃
な
ど
の
税
率
８
％

の
内
税
料
金
を
、
い
ず
れ
も
10
％

の
内
税
料
金
に
変
更
。
日
本
郵
便

（
横
山
邦
男
社
長
、
東
京
都
千
代

田
区
）
も
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
な
ど
の

内
税
料
金
を
い
ず
れ
も
２
％
前
後

引
き
上
げ
て
い
る
。

一
般
消
費
者
を
対
象
と
す
る
宅

配
便
事
業
者
は
、
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
１
日
か
ら
宅
配

便
な
ど
の
運
賃
を
改
定
。
宅
配
大

手
３
社
は
９
月
初
旬
に
増
税
後
の

運
賃
・
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
改

定
を
告
知
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

各
種
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
で

利
用
者
へ
の
周
知
を
図
っ
て
き

た
。ヤ

マ
ト
運
輸(

栗
栖
利
蔵
社
長


東
京
都
中
央
区
）
は
、
宅
急
便
の

運
賃
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と

現
金
決
済
に
分
け
、
２
種
の
運
賃

を
設
定
。
例
え
ば
、
東
京
都
か
ら

向
を
肌
で
感
じ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
か
ら
も
危
機
感
は

ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
増
税
時
に
問
題
視
さ

れ
て
き
た
荷
主
か
ら
の
不
適
正
な
転
嫁
を
懸
念
す
る
声
も
聞

か
れ
な
い
。
（
田
中
信
也
、
那
須
野
ゆ
み
、
小
瀬
川
厚
、
高

橋
朋
宏
、
辻
本
亮
平
、
上
田
慎
二
）

１
日
、
消
費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
消
費
税

の
導
入
時
、
５
％
、
８
％
へ
の
引
き
上
げ
時
に
比
べ
る
と
増

税
前
の
駆
け
込
み
消
費
は
限
定
的
で
、
現
時
点
で
は
、
反
動

減
に
よ
る
景
気
失
速
な
ど
そ
こ
ま
で
大
き
な
影
響
は
無
い
と

の
見
方
が
大
勢
を
占
め
る
。
消
費
に
直
結
す
る
荷
動
き
の
動

う
ち
80
％
の
事
業
者
は
、
何
ら

か
の
形
で
コ
ス
ト
上
昇
分
を
吸

収
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。
Ｓ

Ｏ
Ｘ

規
制
に
よ
る
燃
料
価
格
増

加
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
「
多

く
の
事
業
者
が
吸
収
可
能
と
見

込
ま
れ
る
」
と
し
た
。

Ｓ
Ｏ

Ｘ

規
制
で
は
従
来
の
燃

料
油
で
は
な
く
、
環
境
に
優
し

い
適
合
油
を
使
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
多
く
出
る
と
見
込
ま

れ
る
。
適
合
油
は
従
来
の
燃
料

油
と
比
べ
て
、
数
割
程
度
、
高

価
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。

（
辻
本
亮
平
）

載
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
元
請
け
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
１
８
５
者
に
５
月

下
旬
か
ら
６
月
下
旬
ま
で
実
施

し
、
回
答
を
得
ら
れ
た
の
は
１

２
２
者
（
65
・
９
％
）
だ
っ

た
。燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
「
全
体
的
に
導
入
」
29

件
、
「
一
部
導
入
」
46
件
だ
っ

た
。
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
以
外

の
コ
ス
ト
転
嫁
方
法
で
は
、
運

賃
転
嫁
が
31
件
、
コ
ス
ト
保
証

は
20
件
。
総
じ
て
１
２
２
者
の

２
０
２
０
年
１
月
か
ら
の
Ｓ

Ｏ
Ｘ

（
硫
黄
酸
化
物
）
規
制
を

見
据
え
た
対
応
。
海
運
に
と
っ

て
は
コ
ス
ト
増
と
な
る
た
め
、

燃
料
油
価
格
の
上
下
落
を
運
賃

に
転
嫁
す
る
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
導
入
を
促
し
、
環
境
対
策

を
社
会
全
体
で
負
担
す
る
狙
い

が
あ
る
。

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
具
体

的
な
算
出
方
法
な
ど
に
加
え
、

内
航
海
運
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
基
づ
く
導
入
実
態
を
記

国
土
交
通
省
は
９
月
25
日
、

内
航
海
運
事
業
者
向
け
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
指
針
）
の
最
終
取
り
ま
と

め
を
行
い
、
全
体
版
と
し
て
公

表
し
た
。
４
月
に
公
表
し
て
い

た
概
要
版
に
加
え
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
に
基
づ
く
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
実
態
や
事

例
を
掲
載
。
回
答
を
得
ら
れ
た

１
２
２
者
の
う
ち
、
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
を
導
入
し
て
い
る
の

は
計
75
件
だ
っ
た
。

軽減税率に関しては、店内での飲食と

持ち帰りの線引きを巡って外食産業、

コンビニエンスストア業界などが混乱

ト
ラ
ッ
ク

事

業

者

危
機
感
現
状
感
じ
ら
れ
ず

宅
配
大
手
３
社

運賃改定し周知

情報提供を義務付け

ＩＭＯ

固体ばら積み貨物対象 厚労省

運
転
者
時
短
へ
セ
ミ
ナ
ー

来
春
ま
で

全
国
で
計
50
回

消費税率引き上げ
Ｓ
Ｏ
Ｘ

規
制
適
合
油

海
事
局
長

見

解

現
体
制
と
ほ
ぼ
変
化
な
し

国交省 調査基づき事例

導
入
指
針

最
終
ま
と
め

燃料サーチャージ

物
量
増
え
車
と
人
必
要

２2019年(令和元年)10月 1 日(火曜日)第 3 種郵便物認可 総　合　２


